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Individual and additive effects of neuromodulators on the slow components of 

























った。さらに、2種類の作動薬を5-HT + NA、 CCh + 5-HT、 NA + CChの組合せで同時投与
した場合、CChを含む組合せにおいて、遅い後分極で相加効果がみられた。本研究は、CCh
を含む特定の神経修飾因子の組合せが、IAHPに対して細胞レベルで相加効果をもつことを明
らかにした最初の報告である。本論文の内容は、神経修飾因子のIAHPへの個別的、相加的効
果を明らかにし、この相互作用が特定の認知機能を司るPFCの神経細胞のネットワークが活
性化されるように発火を保持する可能性を示唆するものであり、明らかに学術水準を高め
たものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
